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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学／計算機システム・ネットワーク 

キーワード： ディペンダブル・コンピューティング，ハイパフォーマンスコンピューティング，

グリッド，P2P, 分散処理 

 
１．研究計画の概要 
情報爆発時代に対応する計算基盤として，
100 万オーダーのノードからなる超分散環境
上で多種なアプリケーションを安全・安心に
実行するための高性能自律実行基盤「リジリ
エント・グリッド」の構築，及び，それらの
要素技術の研究開発を目指す．主たる項目と
しては，(1) 高性能実行基盤技術，(2) 実行
基盤の自律構成, (3) 光ネットワークと実行
基盤との融合，(4) 実行基盤の性能モデリン
グ・シミュレーション，が挙げられる． 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの研究の進捗としては，広帯域なネ
ットワーク上で，それぞれのノードが自律的
に構成を行い，さまざまなアプリケーション
が高信頼に実行できるミドルウェアおよび
環境に関する要素技術の研究開発を推進し
た．特に，(1) 仮想実行基盤とファイルシス
テム，(2) 自律的な実行基盤の障害検知・回
復技術，(3) 次世代ネットワークと通信アル
ゴリズムの融合，に関して重点的に行った． 
 
３．現在までの達成度(区分②おおむね順調
に進展している) 
「リジリエント・グリッド」の構成のための
要素技術や次世代ネットワークと実行基盤
との融合において多数の成果を挙げ，ほぼ基
礎研究としての目標を達成している．具体的
には, これまで，IEEE/ACM Super Computing, 
IEEE IPDPS, IEEE CCGrid, IEEE/ACM Grid な
どの著名な国際学会で高い学術性・プレゼン
スを多数示してきている．これらの成果は，

支援班が提供する広域分散テストベッドで
ある InTrigger を活用することで，スケーラ
ビリティの高い研究が行えたため,達成でき
たものと考えている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後の研究の推進方策としては，(1) 他の研
究分野の計画班，公募班との連携(具体的に
は，A-02-00-01, A02-17 など)，(2) これま
での研究成果のクラウドコンピューティン
グのインフラへの適用の検討，(3) 国際連携
によるデータサイエンスの推進，などが挙げ
られる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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